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互助だより

「肥牛・痩馬図」  落合朗風  作
大正10年（1921年） 　島根県立美術館蔵

7月3日（水）～8月5日（月） 「特集 日本美術院」 2F展示室1（日本画）にて展示
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一
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５
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22
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平
成
30
年
度

給付事業 厚生事業

資　産
3,755,395

負債・正味財産
3,755,395

（単位：千円）

（単位：千円）

（単位：千円）（単位：千円）
項　　目 平成29年度 平成30年度

医 療 補 助 金
入 院 見 舞 金
長 寿 祝 金
弔 慰 金
拠 出 金 返 還 金
退会拠出金返還金

拠出金収入
有価証券収益等
　　 　　合　　計
医療費給付等
厚生事業等
その他事業費
責任準備金等繰入

150,414
54,801
205,215
157,266
32,194
41,235

0
230,695

△ 25,480
△ 190
38,414

31
△ 29,369
△ 16,594

159,756
53,291
213,047
157,676
32,896
42,607

0
233,179

△ 20,132
45,870
13,603
△ 31

△ 31,291
8,019

評価損益等 
責任準備金等戻入
当期経常外増減額
他会計繰出額

　　　　　　　　　　合　　計
当期経常増減額

当期正味財産増減額

合　　計

134,143
4,283
14,840
1,350
2,650

0
157,266

135,435
4,922
13,930
1,300
2,089

0
157,676

事業名 平成29年度 平成30年度
福 利 増 進 事 業
教育会館利用助成
退職互助だよりの発行
人間ドック補助事業
ライフプラン助成事業

合　　計

20,274
1,210
1,947
4,957
3,806

32,194

20,344
1,158
1,841
5,189
4,364

32,896

収　　支 内　　　訳 平成29年度 平成30年度

収　　益

費　　用

普通預金等
投資有価証券等
　　　　資産合計
未払金等
責任準備金
支払備金
価格変動準備金
退職給付引当金
一般正味財産
　　　　負債合計

101,080
3,657,865
3,758,945

6,018
1,786,401
49,957
50,645
8,814

1,857,110
3,758,945

151,660
3,603,735
3,755,395

5,939
1,774,999
48,981
49,422
10,926

1,865,128
3,755,395

資産・負債 内　　　訳 平成29年度 平成30年度

資　　産

負　　債

正味財産

（単位：千円）

普通預金等　151,660 未払金等　5,939

支払備金　48,981

価格変動準備金　49,422退職給付引当金　10,926

投資有価証券等
3,603,735

責任準備金
1,774,999

一般正味財産
1,865,128

収益と費用 （収支） 

資産と負債（正味財産） 

※1責任準備金に関係する損益の計上方法が変更となっています。
※2投資有価証券の評価益はふくみ益であり、実益を伴うものではありません。



ー　3　ー

*

*

*

地区会だより地区会だより事務局 か ら の お 知 ら せ事務局か ら の お 知 ら せ事務局 か ら の お 知 ら せ

*

表紙掲載
作品解説
表紙掲載
作品解説

落合朗風「肥牛・痩馬図」
大正10年（1921年）   島根県立美術館蔵
7月3日（水）～8月5日（月） 「特集 日本美術院」 展示室1（日本画）にて展示

　父親の出身地出雲市平田町にしばしば帰省した落合朗風
（1896-1937）は、40歳の短命のうちに前衛的な日本画を発表しまし
た。東京で川端玉章の川端画学校に通い、京都に移って遠戚で同郷
の小村大雲にも学びました。当初文部省主催の美術展覧会へ入選
するも、ほどなくして在野の日本美術院の展覧会で頭角を現します。
　本作はその第8回展へ四曲一双屏風で出品したにも関わらず、審
査によって半双の《肥牛》のみが入選となりました。これより2年前の
《エバ》は出品作434点のうち入選6点の徹底した厳選を通り、横山
大観から高い評価を得ていただけに、納得できるものではなかった
でしょう。牛は堂 と々して神聖な雰囲気を漲らせ、背景の空間にまで

満ちる緊張感があります。それに対して馬は焦点の合わない視線を
漂わせ、賦彩も陰影の濃いものです。色彩、構図、筆遣いの表現に
おいて対照的にすることで、象徴的な意味を左右の画面に持たせ
ている作品です。
　画塾や学校に属した期間は短く、画壇的立場は不遇でありなが
ら、名誉や富貴を追わず明朗に制作に取り組みたいと願った朗風。
絵を見て打たれるのは作者の純情であり、輝きを失わないものは
技巧ではなく、魂だと熱く語る彼の作品は、彼の言葉どおり魅力を
放ち続けています。

（島根県立美術館　主任学芸員　田野葉月）

医療補助金請求に関するお願い
『受給者証（医療証）』のコピーの提出をお願いします。

　国・県・市町村が実施する医療費助成制度の適用を受けて受診された方は、医療補助金請求書を
提出する際には、使用された「受給者証（医療証）」のコピー を互助会まで提出してください。
（自己負担額確認のため。）

「受給者証（医療証）」の適用を受けて受診した医療費に係る医療補助金請
求書を初めて互助会へ提出するとき。
※「受給者証（医療証）のコピー」は１度提出すればよいです。

①請求書の提出先が各支局となっている方が、事務局へ提出されても構いませんが、その場合
は、事務局から担当の支局へ転送するため、支局への到着日が請求書類受理日となります。
＊支局担当者は、勤務日が変則的な場合があります。

②給付金送金日が土・日・祝日の場合は、翌営業日になります。

「特定疾病療養受療証」、「自立支援医療受給者証」、「福祉医療費医療証」
「特定医療費（指定難病）受給者証」等

受給者証（医療証）の例

※互助会の医療補助金は自己負担額を助成する制度です。
　このため、「特定疾病療養受療証」等の各種受給者証（医療証）を提示しないで、自己負担限
度額を超える医療費を支払われた場合は、必ず、県等から払い戻しを受けた後に互助会へ請求して
ください。

「受給者証（医療証）」の
コピーを提出する時期

７０歳までの
加入者

７０歳までの
加入者

8月、9月、10月の医療補助金請求書等の受理日と給付金送金日は次のとおりです。

医療補助金等の給付金送金スケジュールについて

請求書受理日 給付金送金日（支局・事務局）＊17：15まで （26日）

8月20日（火）

9月20日（金）

10月18日（金）

令和元年7月22日（月）～
令和元年8月21日（水）～
令和元年9月24日（火）～

令和元年

令和元年

令和元年

9月26日（木）

10月28日（月）

11月26日（火）

▶▶注意
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互助会の評議員・役員が決定しました。

県 教 育 委 員 会
島 根 県 教 職 員 組 合
島根県高等学校教職員組合
島 根 県 教 職 員 協 議 会
島根教職員組合（日教組島根）
島根県学校事務職員労働組合
島 根 県 教 育 庁 職 員 組 合
島 根 県 小 学 校 長 会
島 根 県 中 学 校 長 会
島 根 県 小 中 学 校 教 頭 会
島根県公立高等学校長協会
島根県公立小中学校事務職員研究会
島 根 県 公 立 学 校 事 務 長 会
公立大学法人島根県立大学

島根県国公立幼稚園・こども園長会
退 職 互 助 代 表 者 会

島 根 県 高 等 学 校 教 職 員 組 合
島 根 県 教 職 員 組 合

理 事 長
副理事長
常務理事
理 事
理 事
理 事
理 事
理 事

県教育委員会教育長
県 教 育 庁 教 育 次 長
県 教 育 庁 福 利 課 長
島根県高等学校教職員組合
島 根 県 小 学 校 長 会
退 職 互 助 代 表 者 会
教職員互助会事務局長
教職員互助会事務局次長

佐 藤　睦也
猪俣　邦顕
梶田　悦伸
佐 藤　悦子
村本　知里
白根　周治
鹿島　　淳
畠山　直 文
池田　宗市
川上　秀明
山本　康治
青山　悦子
横田　　浩
松 尾　紳次

青 木  規 子
林  　 克 典

新田　英 夫
石原恵利子
平野　英 夫
黒﨑　浩匡
梶田　勝造
澄田　俊 成
平岡　　昇
今 渡　公男

大網　孝次
宇 都宮弥生

推 薦 団 体 名 氏　名

選出団体名又は充て職名

選出団体名又は充て職名

氏　名

氏　名

　評議員の一部に退任がありましたので、第27回評議員会において新しい評議員が選
任されました。また、役員の改選により、第28回評議員会において新しい役員が選任
され、第46回理事会において代表理事が選定されました。

新評議員
新役員に
ついて

新評議員
新役員に
ついて

新評議員
新役員に
ついて

評　議　員

役　員 （理事）

役　員 （監事）

2019年度　文化講演会の開催について2019年度　文化講演会の開催について

はがき、ファックス、電子メールのいずれかの方法でお申し込みください。
①氏名　②郵便番号と住所　③連絡先電話番号（携帯可）　④入場希望人数　⑤会場（松江、益田）を記入の上、
　下記まで申込み願います。
【申込・お問い合わせ先】　一般財団法人島根県教職員互助会　担当：曽田
〒690-8502　松江市殿町1番地　TEL 0852-22-6067・6068　FAX 0852-27-2622　e-mail info@shimakyogo.jp 

松 江 会 場
※教職員以外の方も聴講できます

益 田 会 場

日時  令和元年８月１８日㊐14:00～15:30
会場  島根県民会館　大会議室　（松江市殿町158番地）
演題  「アンガーマネージメント
　　　　～教育現場における感情コントロールの重要性について ～」
 講師  千原圭子 氏　
　　　(アンガーマネージメントトレーナー、叱り方トレーナー、スマイルアテンダント)

日時  令和元年１１月２日㊏14:00～15:40
会場  島根県芸術文化センター「グラントワ」大ホール
　　　　　　　　　　　　　　　   （益田市有明町5-15）
講師　石原良純 氏 （俳優、気象予報士）

入場整理券の
申込方法

放
送
大
学
で

生
涯
学
習
を

放送大学では大学卒業（学士取得）のほか、各種資格の取得や学びたい１科目からの受講も可能です。

また、教職員互助会退職互助の会員の方は、「退職者ライフプラン助成事業」の対象となります。 
これまで多くの教員や退職者の皆さんも利用されています。 どうぞ、お気軽にお問合せください。

松江市白潟本町スティックビル4階 　TEL：0852-28-5500
http://www.sc.ouj.ac.jp/center/shimane/　　

シニア層の
人気科目

英語事始め　  初歩からの宇宙の科学　  心理学概論　

日本の古代中世　  家族と高齢社会の法

●新

●新

●新
●新
●新

●新

●新
●新

どちらの講演会も入場料無料　※入場整理券が必要です。



古典園芸植物「梅」（ウメ）
退職互助松江地区会 杉谷　肇

お花畑の名山「岩手山」（2038ｍ）　
神が住む山「早池峰山」（1917ｍ）

　昨年7月、岡山・広島の大水害のため、予約の夜行列車「サンライ
ズ出雲」運休。急きょバスにて東京。東北新幹線にて盛岡へ。
　平均年齢優に70超えの12名、散策した「日本のふるさと遠野」では
河童の出迎え。ロッジ3時起床での行動開始、快晴に恵まれ二日かけ
ての名山2峰登山、見事な眺望と花々を堪能しました。

　「初春令月　気淑風和　梅披鏡前之粉　蘭薫珮後之香」時
は天平２年（730年）正月13日、大宰府大伴旅人宅での「梅」
の花見の宴。梅は当時、珍しい外来植物で、万葉人はその花
の白さに魅了されたとのこと。
「梅」 「牧野日本植物図鑑」によると、中国原産の落葉高木、
恐らく古代に日本に渡来したものであろう・・・。梅の語源
に３説。1つは烏梅、熏べ梅のことで、乾燥品を薬用にした
もの。1つは梅の漢音でmuiまたはmei の転訛。もう一つ
は朝鮮語のマイに由来したものである、と記してあります。
　時を経て、「東風吹かば匂ひおこせよ梅の花・・・」
とうたった菅原道真、延喜3年（903年）生涯を閉じ
た後、醍醐天皇により、道真の怒りを鎮めるために天
満宮が建立されたとのこと。
　小生、20年来バードカービング（木彫りの鳥）製作

を趣味とし、大宰府天満宮の伝承「鷽替え神事」（これまでの悪いことを「うそ」に変
えて今年の吉に取り換える　１月７日神事）を題材に「梅に鷽」を作成しました。
　3.11津波の大被害を受けた、日本三景「松島」近郊の国宝「瑞巌寺」には伊
達正宗公が文禄２年（1593年）朝鮮出兵の折持ち帰った紅白の「臥龍梅」が植
わっていました。（昨年春参観の折、残念ながら花後でした）
　かっての教職員互助会。銀婚式、現・退一体での美術展、スポーツ行事等々、
福祉・厚生事業活発のころ、松江地区互助会主催農林高校で正月用の寄せ植
え教室も数回ありました。梅の木衰えましたが、その折作った寄せ植え、我が家
の新年の迎えに今でも飾っています。

古典園芸「梅」

à la carte

高山の名花　コマクサ ヨツバシオガマ

「早池峰山」頂上めざして

山の名前由来のハヤチネウスユキソウ

〔バラ科〕

バードカービング

寄せ植え 松竹梅

臥龍梅

え ん げ い

うそ
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終
活　最

近
、
人
生
の
締
め
く
く
り
と
し
て
の

終
活
と
い
う
こ
と
を
聞
く
。
私
た
ち
夫
婦

も
老
い
を
感
じ
、
動
け
る
う
ち
に
片
づ
け

を
し
て
い
く
こ
と
に
し
た
。
車
庫
や
倉
庫

を
片
づ
け
て
み
る
と
、
案
の
定
何
や
ら
出

て
き
た
。
道
具
や
タ
ン
ス
な
ど
の
物
は
処

分
で
き
た
。
漢
字
の
手
習
い
の
手
本
ら
し

い
も
の
が
出
て
き
た
。
明
治
八
年
生
ま
れ

の
祖
父
が
使
っ
て
い
た
も
の
の
よ
う
だ
。

小
学
校
の
教
科
書
も
出
て
き
た
。
こ
れ
は

大
正
五
年
生
ま
れ
の
父
が
使
っ
て
い
た
も

の
の
よ
う
だ
。
処
分
す
る
は
ず
の
も
の
が
、

祖
父
や
父
の
生
き
て
い
た
昔
を
し
の
ぶ
こ

と
で
手
が
止
ま
る
。

五
十
年
前

　五
十
年
前
の
手
紙
が
出
て
き
た
。
私
宛

の
も
の
で
あ
る
。「
大
学
入
試
は
ど
う
だ
っ

た
か
。」「
入
学
式
は
す
ん
だ
か
。」
な
ど
と

書
い
て
あ
る
。
昭
和
四
十
四
年
は
大
学
紛

争
の
さ
な
か
で
、
私
た
ち
の
入
学
式
は
な

か
っ
た
。
東
大
の
入
試
が
な
か
っ
た
年
で

あ
る
。
そ
の
頃
の
通
信
手
段
は
手
紙
を
多

用
し
て
い
た
。
み
ん
な
が
、
結
構
筆
ま
め

で
あ
っ
た
。

　今
春
、
高
校
卒
業
か
ら
五
十
年
目
の
同

窓
会
で
そ
の
頃
の
手
紙
に
つ
い
て
友
人
と

語
り
合
っ
た
が
、
ち
ょ
っ
ぴ
り
恥
ず
か
し

か
っ
た
。
そ
れ
は
、
別
人
の
よ
う
な
昔
の

自
分
が
、
ど
ん
な
こ
と
を
書
い
て
い
た
の

だ
ろ
う
か
と
思
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　卒
論
の
資
料
も
出
て
き
た
。
石
見
地
方

の
廻
船
問
屋
で
豪
農
の
家
の
蔵
に
眠
っ
て

い
た
資
料
を
掘
り
起
こ
し
て
書
い
た
卒
論

で
あ
る
。
江
戸
時
代
、
廻
船
に
よ
り
山
陰

の
各
地
か
ら
、
鉄
や
瓦
、
半
紙
、
生
蝋
な

ど
を
積
ん
で
新
潟
や
秋
田
に
出
か
け
、
主

に
米
な
ど
を
持
ち
帰
っ
た
り
、
さ
ら
に
は

い
ろ
い
ろ
な
商
品
を
売
買
し
な
が
ら
九
州

や
大
阪
に
廻
っ
た
り
し
て
い
る
こ
と
が
わ

か
っ
た
。
豪
農
経
営
に
つ
い
て
追
究
す
る

と
と
も
に
、
封
建
制
下
の
日
本
海
海
運
か

ら
み
た
資
本
主
義
の
生
成
に
つ
い
て
論
じ

よ
う
と
し
た
も
の
だ
。

　今
は
亡
き
一
年
先
輩
か
ら
手
紙
で
貴
重

な
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
っ
て
い
た
。
す
っ

か
り
忘
れ
て
い
た
が
あ
り
が
た
い
こ
と
だ
。

　そ
れ
に
し
て
も
、
卒
論
の
下
書
き
な
ど
、

そ
の
頃
の
自
分
の
文
章
に
自
分
で
は
な
い

も
の
を
感
じ
た
。
一
言
で
言
え
ば
表
現
が

難
し
い
。
わ
り
と
丁
寧
に
書
い
て
い
る
と

こ
ろ
が
あ
り
、
自
分
で
自
分
を
ほ
め
る
。

　あ
れ
も
こ
れ
も
、
私
の
生
き
て
き
た
証

が
出
て
き
た
よ
う
で
、
消
し
去
る
こ
と
に

躊
躇
す
る
。

三
十
年
前

　平
成
三
十
一
年
、
平
成
最
後
の
年
と
と

も
に
、
私
は
古
希
を
迎
え
た
。

　平
成
元
年
を
迎
え
た
時
、
数
え
の
四
十

歳
。
そ
の
こ
ろ
の
平
均
寿
命
は
八
十
歳
前

後
だ
っ
た
の
で
、
四
十
歳
は
、
例
え
ば
プ
ー

ル
の
壁
を
け
っ
て
タ
ー
ン
す
る
よ
う
に
、

人
生
の
折
り
返
し
を
す
る
と
こ
ろ
、
と
い

う
意
識
で
い
た
。

　カ
ラ
オ
ケ
で
、
吉
幾
三
の
「
お
じ
さ
ん

サ
ン
バ
」（
知
っ
て
い
る
人
は
少
な
い
か
も

し
れ
な
い
の
だ
が
・・・
）
を
歌
っ
て
い
た
。

四
十
二
歳
の
厄
年
の
お
じ
さ
ん
の
歌
で
、

昭
和
そ
の
も
の
だ
。

　♪
オ
ジ
サ
ン
は

　オ
ジ
サ
ン
は

　オ
ジ

サ
ン
は

　ハ
リ
マ
王
が
好
き
だ
っ
た
と
い
う

調
子
で
続
き
、
赤
胴
鈴
之
助
、
街
頭
テ
レ
ビ
、

隠
密
剣
士
、
白
馬
童
子
、
力
道
山
、
少
年

ジ
ェ
ッ
ト
、
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
、
星
影
の
ワ
ル

ツ
な
ど
が
出
て
き
て
、
終
わ
り
に

　♪
オ
ジ
サ
ン
は
四
十
二

　厄
年
ジ
ャ
ン

オ
ジ
サ
ン
は
マ
イ
ク
を
絶
対
離
さ
な
い

　平
成
は
三
十
年
余
り
。
日
数
に
す
れ
ば

一
万
千
七
十
日
。
あ
っ
と
い
う
間
だ
っ
た
。

　私
が
勤
務
し
て
き
た
学
校
の
内
、
六
校

が
次
々
と
統
合
に
よ
り
、
な
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
。

　

　し
か
し
、
そ
の
間
、
教
え
子
た
ち
の
同

窓
会
に
何
度
も
呼
ば
れ
て
、
旧
交
を
深
め

る
こ
と
が
で
き
た
。

　こ
こ
に
教
育
の
醍
醐
味
が
あ
り
、
生
き
て

き
た
証
が
あ
る
。
写
真
も
捨
て
ら
れ
な
い
。

令
和
時
代
を
迎
え

　終
活
と
し
て
断
捨
離
を
進
め
よ
う
に
も

な
か
な
か
難
し
い
。

　令
和
時
代
を
迎
え
、
生
き
て
き
た
証
を

残
す
こ
と
も
大
切
だ
が
、
せ
め
て
生
き
が

い
づ
く
り
を
し
て
い
こ
う
と
考
え
る
。

　ピ
ン
ピ
ン
コ
ロ
リ
を
望
ん
で
い
る
人
も
、

健
康
を
と
り
戻
そ
う
と
懸
命
な
人
も
、
生

き
が
い
づ
く
り
は
、
い
つ
ま
で
も
続
く
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

令
和
の
年
を
迎
え
て
平
田
地
区
会
会
長

儀
満

　利
夫
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随想

憩
い
の
場
「
愛
宕
山
公
園
」

退
職
互
助
平
田
地
区
会
役
員

土
江

　洋
子

　平
田
の
町
の
西
北
部
に
位
置
す
る
愛

宕
山
は
、
春
は
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
等
の
桜

が
山
を
彩
り
、
新
緑
、
紅
葉
と
一
年
中

違
っ
た
山
の
色
を
見
せ
て
く
れ
る
。

〇
私
が
子
ど
も
の
頃
の
「
愛
宕
山
」

　東
入
り
口
か
ら
桜
並
木
の
ト
ン
ネ
ル

を
く
ぐ
っ
て
、な
だ
ら
か
な
坂
を
上
が
っ

て
遊
び
に
行
っ
た
。
弁
当
と
縄
を
持
っ

て
、
大
き
な
松
の
根
っ
こ
を
目
ざ
し
た
。

崖
の
下
か
ら
そ
の
根
っ
こ
に
縄
を
引
っ

か
け
て
タ
ー
ザ
ン
ご
っ
こ
を
し
た
。
今

の
よ
う
な
公
園
で
は
な
く
、
秘
密
基
地

の
よ
う
な
場
所
だ
っ
た
。

　桜
の
季
節
が
来
る
と
お
花
見
に
行

け
る
こ
と
が
楽
し
み
だ
っ
た
。
夜
桜

の
ぼ
ん
ぼ
り
と
た
く
さ
ん
の
人
が
楽

し
そ
う
に
お
花
見
を
し
て
い
る
姿
が

心
に
浮
か
ぶ
、
な
つ
か
し
い
思
い
出

の
場
所
で
あ
る
。

〇
白
鳥
が
泳
ぐ
「
水
鳥
池
」

　池
の
側
に
広
場

が
あ
り
、
お
弁
当

を
広
げ
た
り
散
歩

し
た
り
で
き
る
。

春
は
池
の
水
面
に

映
る
た
く
さ
ん
の

桜
の
花
と
白
鳥
と

が
、
美
し
い
絵
画

の
よ
う
で
心
も
安

ら
ぐ
。

〇
動
物
た
ち
に
い
つ
で
も
会
え
る
「
愛

　宕
山
動
物
広
場
」

　こ
こ
は
出
雲
市
で
は
唯
一
の
動
物
園
。

ポ
ニ
ィ
、
カ
ン
ガ
ル
ー
、
鹿
、
ロ
バ
等

約
10
種
類
い
る
。
畑
で
収
穫
し
た
人
参

や
さ
つ
ま
芋
等
を
お
み
や
げ
に
し
、
孫

と
い
っ
し
ょ
に
時
々
訪
れ
て
い
る
。

〇
幼
児
た
ち
が
遊
べ
る

　

　「ち
び
っ
子
広
場
」

　大
き
な
遊
具
は
な
い
け
れ
ど
、
ブ
ラ

ン
コ
、す
べ
り
台
、鉄
棒
、シ
ー
ソ
ー
、タ
ー

ザ
ン
ロ
ー
プ
、
回
旋
す
る
自
転
車
こ
ぎ

等
が
あ
り
、
小
さ
い
子
ど
も
達
に
人

気
の
ス
ポ
ッ
ト
だ
。

〇
絶
景
広
が
る

　「山
頂
展
望
台
」

　ち
び
っ
子
広
場
か

ら
少
し
離
れ
て
い
る

た
め
、
あ
ま
り
知
ら

れ
て
い
な
い
が
、
思

い
出
の
松
が
あ
る
、

私
の
お
気
に
入
り
の

場
所
だ
。

　こ
の
展
望
台
か
ら
の
眺
め
が
す
ご
い
。

東
の
空
遠
く
に
名
峰
大
山
。
斐
伊
川
の

ゆ
る
や
か
な
流
れ
と
白
く
光
る
宍
道
湖
。

西
に
は
旅
伏
山
。
そ
し
て
眼
前
に
は
平

田
の
町
並
と
田
園
風
景
。
心
ま
で
う
〜

ん
と
広
が
っ
て
幸
せ
を
味
わ
え
る
と
こ

ろ
だ
。

　平
田
地
区
会
は
昨
年
度
、九
名
の
新

会
員
を
迎
え
、活
動
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。
活
動
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

一

　総
会
、懇
親
会
（
四
十
五
名
参
加
）

　六
月
十
日
に
実
施
し
、
総
会
終
了
後

懇
親
会
を
開
き
和
や
か
に
会
員
間
の
親

交
を
深
め
ま
し
た
。

二

　厚
生
旅
行
（
十
九
名
参
加
）

　十
月
二
十

六
日
に
飯
南

町
方
面
へ
出

か
け
ま
し
た
。

少
し
肌
寒
さ

を
感
じ
る
日

で
し
た
が
、

「
赤
名
り
ん
ご

園
」
で
は
お
い

し
い
り
ん
ご

の
見
分
け
方
を
教
え
て
い
た
だ
き
、
数

種
類
の
り
ん
ご
を
試
食
し
、
至
福
の
ひ

と
時
で
し
た
。

　「赤
名
湿
地
性
植
物
群
落
」
は
、
花

の
な
い
時
期
で
残
念
で
し
た
が
、
見
頃

の
時
期
に
思
い
を
寄
せ
な
が
ら
の
散
策

で
し
た
。

　「し
め
縄
創
作
館
」
で
は
、
し
め
縄

用
の
特
別
な
稲
わ
ら
が
展
示
し
て
あ

り
、
そ
の
長
さ
は
普
通
の
稲
わ
ら
の
倍

く
ら
い
あ
り
驚
き
ま
し
た
。

　厚
生
旅
行
は
限
ら
れ
た
予
算
で
企
画

を
す
る
難
し
さ

は
あ
り
ま
す
が
、

今
後
も
魅
力
あ

る
コ
ー
ス
を
提

案
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

三

　趣
味
の
会

　心
身
の
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
を
目
的

と
し
て
、
囲
碁
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、
味
を
楽
し
む
会
、

寄
せ
植
え
の
会
を
実
施
し
、
参
加
述
べ

人
数
は
七
十
五
名
で
し
た
。
参
加
者
が

趣
味
を
通
し
て
和
気
あ
い
あ
い
と
楽
し

い
交
流
の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
ゴ
ル
フ
や
自
然
に
親
し
む
会

な
ど
、
三
人
以
上
の
同
好
会
＋
グ
ル
ー

プ
四
十
一
名
に
補
助
を
し
、
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
の
一
助
と
し
て
い
ま
す
。

四

　会
報
の
発
行

　毎
年
一
回
、
三
月
に
会
報
「
の
ぞ
美

21
」
を
発
行
し
、
地
区
会
の
活
動
状
況

や
会
員
の
寄
稿
文
を
載
せ
て
情
報
発
信

を
し
て
い
ま
す
。

　平
田
地
区
も
高
齢
化
傾
向
か
、
参

加
者
が
若
干
減
少
気
味
で
す
。
新
元

号
「
令
和
」
に
な
り
、
新
た
な
気
持

ち
で
創
意
工
夫
し
、
楽
し
く
参
加
で

き
る
地
区
会
活
動
を
展
開
し
て
い
け

た
ら
と
思
い
ま
す
。

地
区
会
活
動

地
区
会
活
動

退
職
互
助
平
田
地
区
会吾

郷

　清
子

幹
事
長
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事
務
局
だ
よ
り

退
職
互
助
事
業
の
加
入
状
況
に
つ
い
て

　
今
年
度
は
、
新
た
に
1
6
9
人
の
方
が
退
職
互
助
事
業
に

加
入
さ
れ
ま
し
た
。

　
加
入
率
（
47
歳
以
上
の
退
職
者
に
対
す
る
加
入
者
の
割
合
）

は
、
50
・
７
％
で
、
昨
年
度
同
様
に
五
割
を
超
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

人
間
ド
ッ
ク
補
助
事
業
に
つ
い
て

　
会
員
の
皆
さ
ん
の
健
康
管
理
、
疾
病
予
防
や
病
気
の
早
期

発
見
の
た
め
実
施
し
て
お
り
ま
す
、
人
間
ド
ッ
ク
補
助
事
業

に
つ
い
て
で
す
。

　
今
年
度
も
昨
年
度
と
同
様
、
教
互
会
員
を
対
象
に
3
5
0
人

分
、
県
互
会
員
を
対
象
に
40
人
分
の
定
員
を
設
け
、
補
助
事

業
の
希
望
者
を
募
集
い
た
し
ま
し
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
教
互
会
員
に
あ
っ
て
は
、
5
8
5
人
も

の
方
か
ら
申
し
込
み
が
あ
り
、
残
念
な
が
ら
す
べ
て
の
方
の

希
望
に
沿
え
な
い
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　
補
助
金
の
対
象
者
に
な
ら
れ
た
方
は
、
人
間
ド
ッ
ク
受
診

後
の
請
求
手
続
き
を
忘
れ
ず
に
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
人

間
ド
ッ
ク
を
受
診
で
き
な
く
な
っ
た
場
合
に
は
、
速
や
か
に

事
務
局
ま
で
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
人
間
ド
ッ
ク
補
助
事
業
の
お
知
ら
せ
に
つ
い
て
は
、

例
年
、「
退
職
互
助
だ
よ
り 

４
月
号
」
に
掲
載
し
て
お
り
ま

す
の
で
、
お
見
逃
し
の
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の
お
知
ら
せ

　
こ
の
た
び
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
よ
り
使
い
や

す
く
快
適
に
ご
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
を
行
い
ま
し
た
。

　
な
お
、
ユ
ー
ザ
ー
I
D
及
び
、
パ
ス
ワ
ー
ド

の
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

会員のみなさま、
ご家族の方へ

転居などによる住所変更があった場合や、会員本人がお亡くなりになられた場合など、会員情報に
変更があった際には、速やかに互助会事務局までご連絡ください。

（　　　）
（　　　）
（　　　）
（　　　）
（　　　）
（　　　）
（　　　）
（　　　）
（　　　）
（　　　）
（　　　）
（　　　）
（　　　）
（　　　）
（　　　）
（　　　）

鹿野　　登
野々村　淳
渡部　英二
中永　秀繁
岡田　穂積
新田　春子
三代　昌男
古志野宣江
小西　伸長
須山　　彰
石橋　征夫
持田登美子
竹並　裕二
川上　昌雄
三加茂禧惠
持田　芳子

様
様
様
様
様
様
様
様
様
様
様
様
様
様
様
様

松江市
松江市
松江市
松江市
松江市
松江市
松江市
安来市
安来市
出雲市
出雲市
出雲市
出雲市
出雲市
出雲市
出雲市

H31.3.24
H31.4.12
H31.4.21
H31.4.27
R1.5.16
R1.6.10
R1.6.15
H31.1.22
H31.4.14
H30.7.15
H30.8.18
H31.2.17
H31.2.28
H31.3.2
H31.3.21
H31.4.4

（91歳）
（91歳）
（88歳）
（66歳）
（93歳）
（93歳）
（79歳）
（88歳）
（85歳）
（88歳）
（73歳）
（84歳）
（71歳）
（85歳）
（96歳）
（90歳）

石倉　　泰
阿部　和男
兒玉　正二
曽田　和子
伊藤　　郁
春木　　清
松岡　明博
山根　延夫
杖田ヨウ子
植田　温子
渡邊　　勉
石田ほづみ
松原　忠晴
大石　寛隆
宅和　邦子
新治　正法

様
様
様
様
様
様
様
様
様
様
様
様
様
様
様
様

（　　　）
（　　　）
（　　　）
（　　　）
（　　　）
（　　　）
（　　　）
（　　　）
（　　　）
（　　　）
（　　　）
（　　　）
（　　　）
（　　　）

H31.4.28
H31.4.29
R1.5.3
R1.5.6
R1.6.3
R1.6.15
H31.4.20
H31.4.28
H31.4.11
H31.3.8
H31.4.13
H31.4.14
H31.4.14
H31.4.18
H31.4.23
H31.4.27

（93歳）
（81歳）
（90歳）
（83歳）
（94歳）
（86歳）
（89歳）
（90歳）
（85歳）
（90歳）
（93歳）
（76歳）
（92歳）
（76歳）
（87歳）
（86歳）

（　　　）
（　　　）
（　　　）
（　　　）
（　　　）
（　　　）
（　　　）
（　　　）
（　　　）
（　　　）
（　　　　）
（　　　）
（　　　）
（　　　）

大田市
江津市
益田市
益田市
益田市
益田市
益田市
益田市
益田市
益田市
益田市
津和野町
津和野町
隠岐の島町

　「
え
っ
　
今
日
の
月
は
赤
い
！
」

六
月
一
七
日
。
何
と
こ
の
日
の
満
月
を
ス
ト
ロ

ベ
リ
ー
ム
ー
ン
と
言
う
ん
だ
そ
う
で
す
。
少
し

赤
み
が
か
っ
た
月
が
低
い
所
に
、
や
や
小
さ
く

見
え
ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ
の
先
住
民
は
「
イ
チ

ゴ
の
収
穫
時
期
だ
よ
」
と
い
う
こ
と
で
言
い
伝

え
て
き
た
そ
う
で
す
。
気
象
情
報
も
な
く
、
雨

や
風
、
太
陽
や
月
と
共
に
、
四
季
の
移
ろ
い
を

感
じ
、
自
然
に
畏
敬
の
念
を
抱
き
つ
つ
、
暮
ら

し
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。

　
最
近
、
地
震
や
災
害
が
頻
発
し
て
い
ま
す
。

高
温
地
球
が
悲
鳴
を
上
げ
て
い
る
の
で
し
ょ

う
。
海
洋
汚
染
の
酷
さ
も
情
報
に
よ
っ
て
、
知

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と

は
、
自
分
の
眼
で
よ
く
見
て
考
え
、
次
世
代
に

と
っ
て
、
住
み
や
す
い
世
を
残
し
て
い
く
こ
と

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
さ
て
、
今
号
の
表
紙
は
落
合
朗
風
氏
の
日
本

画
で
す
。
馬
の
目
と
牛
の
目
に
興
味
を
惹
か
れ

ま
す
。
牛
の
目
の
漲
る
生
気
に
対
し
て
、
馬
の

目
は
ど
こ
を
、
何
を
見
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。

県
立
美
術
館
に
足
を
運
び
、
作
品
の
前
で
、
牛

や
馬
と
語
り
合
っ
て
み
た
い
と
感
じ
ま
す
。

　
令
和
初
め
て
の
ご
寄
稿
は
、
平
田
地
区
会
の

皆
さ
ん
か
ら
で
す
。
今
ま
で
整
理
を
し
て
こ
な

か
っ
た
私
と
し
て
は
、
一
つ
一
つ
そ
う
だ
ろ
う

な
と
共
感
し
な
が
ら
、
自
分
も
し
な
け
れ
ば
と

い
う
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

　
身
近
な
地
域
の
自
然
に
触
れ
、旅
行
や
趣
味
、

周
り
の
人
か
ら
元
気
を
も
ら
い
な
が
ら
、
明
る

く
楽
し
く
暮
ら
し
た
い
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　
事
務
局
か
ら
は
、
新
年
度
に
於
け
る
た
く
さ

ん
の
お
知
ら
せ
を
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。
再
度

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
今
夏
も
、猛
暑
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
ど
う
か
、

お
健
や
か
に
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。
　
　（
岡
）

坂本喜代子
大井　昭子
近藤　和恵
近藤　一郎
森田　　梢
菊池　　倫
廣兼　幸子
三好眞八郎
片山　博文
百合本健夫
横山智恵子
水津　幸子
大庭　玉代
池田佐和子

様
様
様
様
様
様
様
様
様
様
様
様
様
様

R1.5.6
R1.5.18
H31.1.6
H31.1.26
H31.4.9
H31.4.24
R1.5.13
R1.5.14
R1.5.30
R1.6.10
R1.6.10
R1.5.17
R1.6.20
H31.3.16

（91歳）
（91歳）
（91歳）
（88歳）
（88歳）
（88歳）
（85歳）
（91歳）
（88歳）
（85歳）
（94歳）
（82歳）
（91歳）
（85歳）

謹んでご冥福をお祈りいたします

ユーザー ID：kaiin 
パスワード：gojo

、

出雲市
出雲市
出雲市
出雲市
出雲市
出雲市
雲南市
奥出雲町
浜田市
大田市
大田市
大田市
大田市
大田市
大田市
大田市


